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三鷹市教育委員会　様

校長  上原　義人
(公印省略)

取組 成果 取組 成果

①三鷹中央学園としての特色ある活動について、共通理解、共
通実践を図って進めていくこと。また、地域人財や関係諸機関と
連携しながら進めていくこと。

〇９年間の防災教育への教員の共通理解と共通実践
〇みたか地域未来塾のさらなる充実
〇「三小、七小放課後地域子どもクラブ」及び「四中うぃるびー」
の充実、発展
〇各種検定の学園（小学生・中学生・地域）としての実施

①学園、学校だけでは解決できないことが多いこと。

〇数値的な成果を上げることも大切ではあるが、教員の心身の
健康を優先しながら、取組を進めていきたい。
〇コロナ禍での経験を生かし、より良い方向に転換を図ってい
く。

今年度の重点目標
（単年度目標）

学校評価　※学校ごとに記述

今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

①校内研究（国語）を核とした授業改善により、「自分の考えをもち、友達と話し合ったり、協力したりする授業は楽しい」と
回答した児童は９１．３％と高く、一定の成果が得られた。次のステップとして、教科（国語）の特性や発達段階に応じた自
立した学びの姿につなげていくことが課題である。
②運動することへの苦手意識や抵抗感がある児童も含め、みんなが体を動かす楽しさを実感し、運動習慣の定着を図るこ
とで体力を向上させていくことが課題である。
③教員がウェルビーイングを実感できる働き方改革

来年度の重点課題を解決するための改善方策
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伝え合う力を高め、自分も相手も大
切にする心を育む。

学園研究会の活性化と交流活動の
一層の充実を図り、学園としての一
体感を深める。

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策 自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）

①地域学校協働本部への移行
②「中央学園スマイルアクション！」の幅広い広報活動と実践
③学園として統一した形の防災教育の実践

成果 課題と改善方策
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様式7（市教委報告用）

令和５年度  三鷹中央学園  三鷹市立第七小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

①たより、ホームページ、掲示等、多くの手段を用い、周知
している。また、それぞれにて、熟議やアンケート等を行
い、具体的なアクションを考えていく。
②研究推進員会を中心として、研究協力校としての１年目
の成果物を作成するとともに２年目の計画をしっかり立て
る。
③小さなこと、できることからの実践、引き続きの教員の意
識改革に取り組む。

学校の経営目標
（中期目標）

第１回評価

来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

①国語（文学的文章）の学習における問いのもたせ方を工夫することで「個別最適な学び」や「協働的な学び」の一体
的な推進を図り、さらに自立した学びへとつなげてく。
②体育の授業づくりや体育旬間の取り組み方を工夫・改善し、自分のペースで楽しく運動できるようにする。個別の体
力調査ファイルを活用し、自己の体力向上への意識を高める。
外部講師（アスリート）の招聘や関係機関と連携した取組を充実させ、運動する良さや楽しさを実感させる。
③経営支援部に配置する働き方改革主任を中心に、教員一人一人が当事者意識をもって働き方（優先順位、効率
化、時間等）ついて考え、知恵を出し合いながら小さなこと、できることに取り組んでいく。
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〇CS委員会の中で、熟議や学校部会等を行い、多くの意見交
換をすることができた。
〇「三鷹中央学園パワーアップアクションプラン」の改訂を行い、
名称を「中央学園スマイルアクション！」とし、生徒・保護者に周
知できた。
〇防災授業に地域人財とともに取り組んだと回答した教員は、８
５．９％と高く、三鷹中央学園９年間の防災教育の充実が図られ
た。また、人財活用による学習効果は、９５．８％の教員が高まっ
たと回答している。地域人財を積極的に活用した教育活動が進
められつつある。

コミュニティ・スクール委員会の協議
と支援の充実に努める。

①次年度は地域学校協働本部への移行を確実に行い、持続可
能な組織としていく。
②たより、ホームページ、掲示等、多くの手段を用い、周知して
いる。また、それぞれにて、熟議やアンケート等を行い、具体的
なアクションを考えていく。
③9年間の防災計画を見直し、３校共通理解のもと実践してい
く。
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〇「児童・生徒の自立的な学びを目指して」という研究主題をも
とに、各校、研究授業を実施し、研究に取り組んだ。個々の教員
が授業改善に取り組んでいる様子が見られ、授業改善について
の意識も高まった。
〇ICT機器を効果的に活用して授業改善に取り組んでいる教員
が増えている。
〇中学校は過去最高の貸出冊数を記録している。

相手の考えを生かし自分の考えを
広げ深める力を育む。
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〇市の研究協力校としての研究授業を３校ともに実施した。自ら
の授業に生かした教員は、８８．１％おり、有意義な研究授業と
なった。また、授業が分かると回答している児童・生徒も９０％以
上あり、児童・生徒の実態に即した授業が展開できた。
〇交流活動は、コロナ禍前に戻り、多くの交流が行われたことが
成果である。対面での熟議等も行うことができた。交流活動が学
園の一体感を生み出していると回答した教員は８５．９％おり、
小・中一貫の重要な要素となっている。
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①「個別最適な学び」、「協働的な学び」
の具現化を図り、児童一人ひとりが学ぶ
楽しさを感じながら考えを深め、表現で
きるようにする。

①国語科の校内研究を中心として「個別
最適な学び」、「協働的な学び」を教科横
断的に取り入れることで、「自分の考えを
もち、表現できる児童」を育成する。
②ICT機器の効果的な活用について、
教員間で研修や情報共有を行い、指導
に生かす。
③読書旬間や朝読書、探究的な学習等
において学校図書館を効果的に活用
し、本に親しむ機会を計画的に設定す
る。

妥当１４名

・業務の効率化のための意識改革は課題ですね。学校だけの問題
ではないですから。
・各学校における評価の違いはありますが、教員のワーク・ライフ・バ
ランスの更なる取り組みを期待します。
・先生方が日々頑張ってくださっていることが良くわかります。地域
人財の活用で先生方の負担が減らせて、働き方改革につながると
いいなと思います。
・取組・成果ともに回答からみる割合に即しての評価なので妥当。
・なかなか難しいところもあるでしょうが、ぜひ一つ一つ検討し進めら
れてください。
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①次年度研究協力校の発表に向けた準備と実践
②交流活動の成果検証

①今年度を振り返り、次年度に向けた計画を作り、学園として共
通理解を図りながら進めていく。
②交流活動が学園の子供たちにとって有効な活動となっている
のかについて、それぞれの活動について検証をし、よりよい活動
に改善していく。

①共通理解を十分図れずに進んでしまった。
②更なるＩＣＴの効果的な活用

①あいさつや思いやりのある行動につい
て児童が自ら考え、判断し、行動すること
ができるよう、教職員全体で組織的に取
り組んでいく。

業務の優先順位化や効率化を図り、勤務時間を意識して働いたと
回答した教員は７２％で、前回よりも約３％増加した。また、昨年度
（または年度当初）と比較し、超勤時間を削減することができたと回
答した教員は８４％で、前回よりも１８．６％増加した。
２学期の初めに「働き方改革を実現するための心得７か条」として具
体的な実践項目を教職員に示し、各自が意識できるよう働きかけて
いる。また、ICTに長けている教員を働き方改革主任に任命し、業務
の効率化を図るためのアイディアや技術を積極的に発信させてい
る。そうした取組が少しずつ肯定的な評価の数字として表れてきたこ
とは成果といえる。

一方、優先順位や効率化、時間に対する意識について、あまりでき
なかったと回答した２８％の教員については、日常的に管理職から
声をかけ、業務の進め方を助言したり悩みごとの相談にのったりして
いる。

月あたりの残業時間が４５時間を超える教員は、４月⇒１２名、５月⇒

①相手の立場を考えたりよさを認めたり
しながら関わり合うとともに、自分も他者
も大切に思うことができるようにする。

〇学園の挨拶運動が実施でき、各校でも様々な挨拶について
の取組も行われ、挨拶についての児童・生徒の意識が高まっ
た。
〇学期初め、終わり等を中心に、児童・生徒への相談体制につ
いて、周知できた。日々の生活の中では、スクールカウンセラー
を中心に、校内で相談体制を確立している。
〇「学校いじめ防止基本方針」を踏まえ、未然予防、早期発見、
早期解決に組織的に取り組むことができた。中学校では「いじめ
ゼロサミット」を２回開催できた。

児

童

・

生

徒

の

学

力

・

健

全

育

成

すすんで心と体の健康を大切にす
る態度を育む。

①児童が主体的に学び、思考力・判断
力・表現力を伸ばすことができるようにす
る。

①研究推進員会を中心として、研究協力校としての１年目の成
果物を作成するとともに２年目の計画をしっかり立てる。
①児童・生徒の自立的な学びにおいて、授業の中で効果的に
活用できているか等について、研修会やアンケート等で検証し
ていく。

〇３校のみたか地域未来塾の活動、三小、七小の放課後地域
子どもクラブの活動、各種検定の実施等、地域人財、関係機関
と協働して、児童・生徒の学びの場の提供を行った。
〇９年間の系統的な防災教育を、地域人財や関係機関と連携し
て実施することができた。
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①保護者・地域との「共育」「協育」を目
指し、学校が地域づくりの核となるスクー
ル・コミュニティを創造する。

関係諸機関や地域関係諸団体と協
働して、児童・生徒の放課後や休
日の学びを拡充する。（学校３部制
の第２部の充実を図る。）

〇発達段階に応じた体力・運動能力向上のため、
〇令和４年度の食育研究学園（学校）としての取組を継続し、食
に関する正しい知識や望ましい食習慣等について学び、市内
産農産物を活用した「給食メニュー」の開発に取り組んだ。

①特別な支援を要する児童・生徒や不登校児童・生徒への対応
（増加の傾向と多種多様な実態）

①個々の教員が抱え込むことなく、学校として組織的に対応でき
る体制を整える。特に校内支援委員会の充実を図る。また、関係
諸機関と連携、協力して、個々の児童・生徒に適した支援を行
う。（ケース会議等の充実）

①体力、運動能力の向上と食育の推進

①各校の実態を踏まえ、体育の授業以外にも体力の向上が図
れるような取組を行う。また、食が体力や運動能力と大きく結び
ついていることを学校生活の中で学ぶ機会を設ける。
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〇３校ともに、教員の意識改革が進み、超勤時間も削減してい
る。
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①教職員が児童と十分に向き合い、教
育の質を向上させるために、積極的に働
き方改革を推進し、教職員自身のウェル
ビーイングの実現を図る。
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学園の８３．１％（第１回７０．８％）の教員が生徒に向けて「はぐくみ
プラン（仮称）」について話をしたと回答している。
知っていると回答した保護者は、１５．６％であった。
まずは、「中央学園スマイルアクション！」を児童・生徒、保護者に認
識していただくために努力すること。そして、具体的なアクションをそ
れぞれが考えていくことが必要である。

妥当１５名
・保護者の認知度が低いのは工夫の余地ありと思います。
・中央学園スマイルアクション！の周知や活動の具体的な取り組みに期
待。
・「中央学園スマイルアクションプラン」を保護者にどう周知して行くのかが
課題、CS委員会と共同で頑張りましょう。　　　・一緒の考えていきたい。
・はぐくみプランの周知について前回より10％以上、上がっている。
・中央学園スマイルアクションプラン！と名称変更後の、各校での取り組
みを年度末にでもお聞きしたいです。

防災授業に取り組んだ教員は　８５．９％、人財活用により学習効果
が高まったと回答した教員は　９５．８％であった。三鷹中央学園９年
間の防災教育を地域の方たちとともに進めていきたい。
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８８．１％の教員が「自らの授業に生かせた」と回答している。今年
度、来年度の2年間は、市の研究協力校の取組として充実したもの
にしていく。
「授業がよく分かる」に対して肯定的な回答をした児童・生徒は、三
小９２．７％、七小９１．０％、四中８８．６％だった。

妥当１５名
・小中の連携の機会があって良かった。今後も進めてほしい。
・「授業がよく分かる」で肯定的な回答をした児童・生徒の数値が高
いのは教師の方々の努力があってこそだと受け止めました。
・授業改善の努力をされ、成果を出しているとの評価は妥当
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８月２８、２９日部活動体験、９月２０日中学校授業体験、小学校運動
会ボランティア、中学校の合唱リハーサル鑑賞、小学校音楽会・展
覧会交流、児童生徒代表者会議、学園あいさつ運動等を実施した。
小中が連携して取り組んだ８７．４％、小中の一体感を生み出してい
る８５．９％であった。今後は、より有意義な交流の仕方を考えてい
く。

妥当１５名
・コロナ５類移行後、学園交流ができるようになり取組状況が昨年度
より1ポイント高くなったのはよいことと思います。
・学園の交流活動が増えることはいいことです。
・小中交流に関しては、体験学習等が実際に行われている。

妥当１５名
・防災教育については、七小が３学期に考えているとのことで、地域
と連携した防災教育が実施できることを期待する。
・防災授業に関しては、地域として関わる機会も多い。
・学園の９年間の学びとして統一感のあるものにしていくことも大切
なのではないかと思います。

①各教職員が当事者意識をもち、組織
目標の具現化や業務の効率化に向けて
改善策等を主体的に企画・提案・実行で
きる職場風土を醸成する。

①ICT機器を活用したペーパーレス化、
会議の効率化を継続する。
②定時退庁日の設定や計画的な休暇を
取得しやすい環境づくりを行う。
③建設的な改革はすぐにでも取り入れ、
合意形成が必要なものは、関係各所へ
の周知や検討、準備を進める。

3 - 4 4

①学校３部制に向けて、保護者、地域等
様々な方と知恵を出し合い、児童のため

にできる活動の充実と継続を図る。

①防災授業、花壇作り等、アイデアを出
し合い、活動を工夫していく。
②地域子どもクラブ、学童保育所、みた
か地域未来塾など、放課後（第2部）の活
動の充実に向けて「あそぼネット会議」等
を活用して検討を進める。あわせて、もぐ
もぐ食堂との連携も強化する。
③９年間の系統的な防災授業を実施す
る。
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学習ボランティア等、地域人財と連携して学校行事や授業等に取り
組んだと回答した教員は前回と同じく100％であった。また、その人
財活用によって、学びの拡充が図られたと回答した教員は８６．３％
で５．４％(１人分）減少した。

どの教員も、人財を積極的に活用しようという意識は高い。その際、
どのように活用すれば教育的効果がより高まるかということにも目を
向けさせていく必要がある。

妥当１５名
・ボランティアや地域人財を大いに活用してください。
・今後も様々な学びの中で地域人財を活用し、協働していけるとよ
いと思います。
・人財活用で学びの拡充が図られた回答が減ってしまったのは、参
加する側の意識向上も必要なのかなと思いました。
教員の取組について肯定的回答が100％ということなので妥当。
・人財活用に関しては、ぜひ地域関係者を巻き込んで共に進めて参
りましょう。

教職員の実勤務時間の縮減や疲
労回復につながる働き方改革を推
進する。

取組
項目

記

学園評価　※学園内で統一記述

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること

①「中央学園スマイルアクション！」の幅広い広報活動と実践
②学園研究を行う際の共通理解と共通実践
③教員の働き方改革

今年度の重点目標

4 4

①コミュニティ・スクール委員会を核に、
学校と地域の協働を進める。
②「スクール・コミュニティ」を創造する。

①「三鷹中央学園はぐくみプラン（仮
称）」を各所に周知し、実践する。また、
更なる改善に向けて取り組む。
②地域等の人財や学校施設を活用し、
コミュニティ・スクール委員会と協働する
ことを通して、地域づくりの核となるス
クール・コミュニティを目指す。

①「三鷹中央学園はぐくみプラン（仮
称）」を掲示、紙上、デジタル等で各所に
周知する。
②防災課やみたかＳＣサポートネット等
の協力を仰ぎ、三鷹中央学園９年間の
防災授業を行う。

①校種を超え、学園教職員としての一体
感を生徒や教職員に醸成する。

①「児童・生徒の自立的な学び」を目指
した授業改善を行う。
②学園の交流委員会の主導で、児童と
生徒の交流活動を活性化し、学園として
の一体感を深める。

①講演を聞き知識を増やしたり、研究授
業を行い意見交換、指導を得たりするな
かで、授業改善に努める。
②学園の交流委員会の主導で、児童
会・生徒会交流、小小交流、小中交流、
小学生授業体験、合唱リハーサル鑑賞
等を実施する。（コロナ後の交流を確立
する。）

4 4 4 4

国語科の授業改善に努めたと回答した教員は100％であった。ま
た、とてもそう思うと回答した教員が前回よりも２８％増加したことか
ら、学園や校内研究が充実し、教員のモチベーションアップに繋
がっていることがうかがえる。
また、自分の考えをもち、友達と話し合ったり、協力したりする授業は
楽しいと回答した児童は９１．３％で前回よりも１．６％増加した。

一方、あまり楽しくない、楽しくないと回答した児童は６．２％で、前回
より１．５％減少、昨年度より７％減少した。
今後も、支援が必要な児童については、その困り感に寄り添い、個
に応じた指導や支援を継続的に行っていく。

妥当１５名
・国語科の授業改善、先生方の努力が素晴らしい！
・国語科の授業改善が教員のみならず、子どもたちの学習意欲やコ
ミュニケーション能力の向上にもつながっていることはとても良いと思
います。
・妥当である。教員の授業改善と児童の授業の楽しさは連動してい
ると思います。
・先生方の努力が、子どもたちの楽しいにつながっている。
・取組・成果ともに肯定的回答が80％以上ということなので妥当。
教員が100％、児童が91.3％との回答は素晴らしいですね。一方で
支援が必要な児童の更なる対応もお願いします。

①学園あいさつ運動や「七小あいさつの
日」の取組を、学校・家庭・地域とともに
推進する。
②全教育活動（道徳、特活、学校行事
等）を通じて、「思いやり」や「生命尊重」
を重点とした指導を継続するとともに、多
様な他者と関わる機会を意図的に設け
る。
③「学校いじめ防止基本方針」に基づい
た取組を着実に実施し、いじめの未然防
止、早期発見、早期解決に組織的に取
り組む。また、児童や保護者に相談窓口
を周知する。

4 4 4 4

自分も他者も大切にする心の育成を通して、安心できる学級・学年・
教室経営に取り組んだと回答した教員は100％であった。各学年に
よる協働はもちろん、他の教職員も含め多くの目で児童を見守り、心
の育成や安心できる環境づくりに努めている。

友達のよい所を認めたり、思いやりのある態度で接したりしていると
回答した児童は8２．２％であった。また、あまりそう思わない、思わな
いと回答した児童は９．６％、分からないと回答した児童は８．２％で
あった。数値としては、前回とほぼ変わらなかった。

友達の良いところを見つけたり、思いやりのある行動をみんなで称え
合ったりする活動をさらに工夫し、充実させていく必要がある。

妥当１５名
・自分も他者も大切にする心の育成に努めている意識は大切です。
・学校全体で協働し、子どもたちの心を育む環境づくりをされている
ことはとても良いと思います。
・児童の否定的、分からないの回答が2割弱あるのが気になります。
・教員の肯定的評価が100％、児童の回答も80％を越えているので
妥当。
・心の育成。とても重要で大切ですね。更なる取り組みに期待してい
ます。

①健康な心身をつくっていくことを児童
自身が意識し、活動等に取り組むことが
できるようにする。

①体力テストの結果や児童の実態を基
に、具体的な体力向上の取組を行うとと
もに、健康教育や食育等、健康について
考える機会も充実させる。

①年間を通して体育科の授業づくり、休
み時間の過ごし方、体育旬間の取組を
工夫する。
②基本的生活習慣や感染症予防等、自
ら考えて行動できるよう家庭と連携して取
り組む。
③「今日の献立」紹介や6年生の給食献
立作り等を通じて、バランスの良い食生
活や三鷹野菜への関心を高める食育の
充実を図る。

4 4 4 4

体育科の授業づくり、健康教育、食育等、児童の健康増進の取組を実践
した教員は９６％で、前回より４．３％増加した。

基本的な生活習慣として、健康のために手洗いうがいをしたり、給食を残
さず食べたりしていると回答した児童は8２．５％で、否定的な回答は１２．
７％であった。
また、運動習慣として、休み時間や体育などで進んで体を動かしていると
回答した児童は８８．３％で、前回より３．６％増加。否定的な回答は約１
０％で前回と変わらず、分からないとの回答は約１．７％で前回より３％程
度減少した。

食育については、栄養士の献立紹介、献立作り、米作り、フードロスの学
習、農作業の体験等を通して行っている。
「中央学園スマイルアクション」の実用化とも関連させ、基本的な生活習慣
の定着に向けた指導や家庭との連携、外遊びの推奨、運動への興味・関
心が高まるような取組の工夫を継続していく。

妥当１５名
・体育科の授業の取組、数値が見え今後の改善につながりますね。
・基本的な生活習慣は家庭との連携が大切なので、子どもたちを通
して保護者の方にも考えを深めていただけたら良いと思います。
・昨年からのもぐもぐ食堂の取組について報告を聞きたい。
・取組・成果ともに肯定的回答が80％以上ということなので妥当。
・児童の健康増進並びに食についての取り組みですが、ぜひとも保
護者に向けての発信もお願いしたいところです。


